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はじめに	
 約 90 K の超伝導転移温度（Tc）を持つ高温超伝導物質 REBa2Cu3Oz（z≈7；RE：希土類元
素）の Cu-O 一次元鎖の Cu サイト（Cu(1)）を全量 Nb，Ta で置換した物質，NbBa2RECu3Oz と 
TaBa2RECu3Oz （z≈8，RE：La，Nd）とは一瀬ら1) により合成されたが，超伝導性は未確認であった．
金，加藤ら2) は Ba の代わりに Sr を，RE として Sm，Eu を用い，さらに Nb5+ の一部を Sn4+ で
置換することにより (Nb1-xSnx)Sr2SmCu2Oz および (Nb1-xSnx)Sr2EuCu2Oz の超伝導体化に成功した（Tc 
は x=0.2～0.3 で約 37 K；直流磁化率測定）．本研究では，(Ta1-xSnx)Sr2RECu2Oz（RE：Sm，Eu；Ta-"1-2-1-2"）
の合成を試みた． 
実験方法	
 配合組成を (Ta1-xSnx)Sr2RECu2Oz（RE：Sm，Eu；0≤x≤0.3）とし，Ta2O5，SnO2，SrCO3，Sm2O3，

Eu2O3，CuO の固相反応法で試料を作製した．仮焼を大気中 850˚C，10 h，本焼を大気中 1050˚C，10-30 
h で行った．試料の評価は，粉末 X 線回折（XRD）法及び 4 端子法による電気抵抗測定で行った． 
結果	
 XRD 測定の結果，"1-2-1-2" 相の生成は確認されたが，"1-2-1-2" の単一相試料は得られなかっ
た．焼成温度の最適化が不充分であったためと考えられる．主たる異相として，RE=Sm では SrSnO3 が，
RE=Eu では Eu3TaO6 が含まれることが分かった． 
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